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タイトル： 癌の骨転移における新規創薬ターゲットとしての RANKL 
 
 近年の癌に対する早期診断法の普及、外科学的手術の向上ならびに抗癌剤療法

の進歩は目覚ましく、原発巣に限局する癌に対する有効的な治療が現実のものとなり

つつある。しかし、その一方で多臓器への遠隔転移を引き起こす癌には、未だに効果

的な対策が乏しい。癌の転移は一見、無秩序に起こっているかのように見えるが、癌

原発巣の種類に伴い転移標的臓器の特異性がある。しかしながら、なぜ乳癌や前立

腺癌などの特定の癌が、高確率で骨に転移するのか？その作用機序は不明である。

この度、我々はこれらの癌に RANK が強力に発現し、骨組織に豊富に存在する

RANKL が癌細胞の遊走を引き起こし骨への転移を促進すること、ならびにこの
RANKL の抑制が骨転移防止に繋がる可能性を見出した。近い将来、RANKL を標
的とした薬剤が、特定の癌に伴う骨転移の予防的治療に適応されることが期待され

る。 
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